
自
治
基
本
条
例

２

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
〝

憲
法
” 

⑩

結果は条例案作成に活かします（制定の流れ）

自
治
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
て

町民アンケート
にご協力ください！

自治基本条例に関する町民アンケート

次ページ下段の回答ハガキに必要事項を記入
のうえ、切り取って、そのまま郵便ポストに投函
してください。（切手不要）

回答方法

８月17日（金）までに投函してください。
回答期限

◆くりやまの自治基本条例をつくる会とは？

　公募町民 12 人で構成され、昨年 6月より活動しています。これまで月２回・約 30 回
の打合せ、ニセコ町・片山町長を招いた講演会などをとおして、自治基本条例の内容を
検討してきました。現在、各団体や女性グループ、若者などを対象に町民懇談会を開催し、
多くの町民の声を聴く活動をしています。

公募町民により学習・検討

　つくる会では、今後、懇談会での意見・提案や、今回のアンケート調査結果なども踏
まえて、9月に条例骨子案を町長に提案する予定です。町では、つくる会の提案を尊重し、
さらに検討を重ねて条例案づくりを進めます。

町長への条例骨子案の提案へ（９月）

自治基本条例に関する町民アンケート

（切り取り）

（
切
り
取
り
）

郵　便　は　が　き

料金受取人払郵便

岩見沢支店

承　　認

６０

差出有効期限
平成24年8月17日
まで切手をはらずに
お出しください。

０ ６ ９ １ ５ ９ ０

（　受　取　人　）

栗山町松風３丁目 252 番地

栗山町経営企画課

地域政策グループ　行

※必ずご記入ください。

※自治基本条例についてご意見などがあれば自由にお書きください。

性別（　男　・　女　）　年齢（　　　　歳）

●問い合わせ　町経営企画課地域政策グループ　TEL 73-7502（直通）

質問①
ポイント

自
治
基
本
条
例
の
仕
組
み

　

自
治
基
本
条
例
は
、町
政
運
営
の
最
高
ル
ー

ル
と
し
て
決
ま
り
や
仕
組
み
を
定
め
る
条
例

で
す
。
よ
り
多
く
の
町
民
の
理
解
と
参
加
に

よ
り
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る
、
自

律
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
『
ま

ち
の
憲
法
』
と
な
る
も
の
で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
の
柱
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
「
情
報
公
開
と
共
有
」
で
す
。
議
会
・

行
政
の
町
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
公
開
を
今

ま
で
以
上
に
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
「
町
民
参
加
の
推
進
」
で
す
。

議
会
・
行
政
は
、
ま
ち
の
意
思
決
定
に
幅
広

い
町
民
が
参
加
で
き
る
機
会
を
保
障
し
、
町

民
の
声
に
適
切
に
応
答
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

今
回
の
広
報
を
読
む
以
前
か
ら
、
自
治
基
本
条
例

の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

町
政
運
営
の

最
高
規
範
＝
ル
ー
ル

議決

積
極
的
な「
情
報
公
開
」

「
町
民
参
加
」の
機
会
を
充
実

◆自治基本条例のイメージ

情報公開・
共有の推進

町民参加
の推進

町民・議会・行政の役割と責務

行政運営
のルール

議会運営
のルール

町民参加
のルール

情報公開のルール
計画策定のルール
財政運営のルール

開かれた議会運営
自由な討論の推進
（議会基本条例）

重要課題への町民
参加機会の保障
意見等への応答義務

２つの原則

●アンケートにお答えいただき、切り取って
　そのまま投函してください（切手不要）。
●裏面に質問項目があります。
●多くの町民の皆さんの回答をお待ちしてい
　ます。回答期限は 8 月 17 日（金）です。

特集特集

　町では、くりやまの自治基本条例をつくる会（高橋慎代表）と協力し、
広く町民の皆さんの自治基本条例に対する意識を把握するため、今号
の紙面を活用したアンケートを実施します。回答された皆さんの意識
や声をまとめ、条例案づくりに活かしますので、一人でも多くの町民
の皆さんの回答をお待ちしております。

回答ハガキは
こちらです。

　町では、くりやまの自治基本条例をつくる会（高橋慎代表）と協力し、
広く町民の皆さんの自治基本条例に対する意識を把握するため、今号
の紙面を活用したアンケートを実施します。回答された皆さんの意識
や声をまとめ、条例案づくりに活かしますので、一人でも多くの町民
の皆さんの回答をお待ちしております。

回
答
ハ
ガ
キ
の
各
質
問
に
対
す
る
関
連
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

回答ハガキは
こちらです。



●
市
町
村
合
併
の
是
非
（
南
幌
町
、
奈
井

　

江
町
な
ど
多
数
）

●
新
し
い
市
の
名
前
（
兵
庫
県
一
宮
町
）

●
総
合
文
化
会
館
建
設
の
是
非

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
長
野
県
佐
久
市
）

５

（切り取り）

（
切
り
取
り
）

下記の各質問に対し、あなたの考え方に最も近いものいずれか一つ
を選んで、（　）に○をつけてください。

自治基本条例に関する町民アンケート

質問① 今回の広報を読む以前から、自治基本条例のことを
知っていましたか？

（　　）知っていた　　（　　）ある程度知っていた
（　　）知らなかった

質問② これまで町政に関する情報が十分に町民に提供され、
共有されていたと思いますか？

（　　）思う　（　　）やや思う　（　　）どちらとも言えない
（　　）あまり思わない　（　　）思わない

質問③ 町政の重要な課題（総合計画策定など）に対して、
多様な町民が参加し、意見等を述べる機会の充実が
必要だと思いますか？

（　　）思う　（　　）やや思う　（　　）どちらとも言えない
（　　）あまり思わない　（　　）思わない

質問④ まちの将来を担う子どもたちが町政に参加する機会
が必要だと思いますか？

（　　）思う　（　　）やや思う　（　　）どちらとも言えない
（　　）あまり思わない　（　　）思わない

質問⑤ 町民生活に大きな影響がある課題（合併問題など）
には、町民の賛否を直接聞く「住民投票」の実施も
視野にいれるべきと思いますか？

（　　）思う　（　　）やや思う　（　　）どちらとも言えない
（　　）あまり思わない　（　　）思わない

質問⑥ 情報公開や町民参加の仕組みなど、町政運営の基本
ルールとして自治基本条例が必要だと思いますか？

（　　）思う　（　　）やや思う　（　　）どちらとも言えない
（　　）あまり思わない　（　　）思わない

※表面もありますのでご注意ください。

自治基本条例に関する町民アンケート自治基本条例に関する町民アンケート

情
報
の
公
開
・
共
有

　

議
会
・
行
政
の
持
つ
情
報
は
「
町
民
の
情

報
」で
す
。
ま
ち
の
抱
え
る
課
題
・
展
望
な
ど
、

積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
、
共
有
す
る
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
情
報
の
保
護
な
ど
は
当
然

必
要
で
す
。

　

総
合
計
画
や
各
分
野
の
重
要
な
計
画
の
策

定
、
町
民
に
義
務
や
負
担
を
課
す
条
例
の
制

定
、
大
き
な
投
資
を
伴
う
公
共
施
設
の
新
設

な
ど
、
町
民
生
活
に
影
響
の
大
き
い
重
要
課

題
に
つ
い
て
は
、
計
画
段
階
か
ら
町
民
参
加

を
保
障
す
る
も
の
で
す
。 こ

れ
ま
で
町
政
に
関
す
る
情
報
が
十
分
に
町
民
に

提
供
さ
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
か
？

ま
ち
の
情
報
は
、

町
民
の
情
報
＝
原
則
公
開

●
町
財
政
の
現
状
や
予
算
情
報
を
分
か

　

り
や
す
く
町
民
に
公
開

●
大
き
な
投
資
を
伴
う
事
業
な
ど
重
要

　

課
題
は
計
画
段
階
か
ら
情
報
を
公
開

●
審
議
会
な
ど
の
諸
会
議
を
原
則
公
開

●
各
年
度
の
主
要
な
成
果
を
公
開

●
地
域
や
年
代
、
男
女
に
偏
り
の
な
い

　

町
民
参
加
の
仕
組
み

●
町
民
が
参
加
し
や
す
い
場
づ
く
り

●
町
民
の
意
見
な
ど
に
対
し
、
採
否
と

　

そ
の
理
由
を
応
え
る
仕
組
み

●
町
民
の
声
を
尊
重

質問②
ポイント

議
会
・
行
政
の

情
報
公
開
を
充
実

町
民
参
加
機
会
の
充
実

町
政
の
重
要
な
課
題
に
、
多
様
な
町
民
が
参
加
し
、
意
見

な
ど
を
述
べ
る
機
会
の
充
実
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

質問③
ポイント

ま
ち
の
重
要
課
題
は
、

計
画
か
ら
町
民
が
参
加

議
会
・
行
政
が

参
加
機
会
を
充
実

◆ニセコ町の実践例

毎年、全世帯に配布して
いる予算の説明書。まち
の仕事の内容とお金の使
いみちを分かりやすく町
民に伝える情報誌

もっと知りたい今年
の仕事（予算説明書）

役場が持つ各分野の課題
を積極的に町民に伝える
仕組み。計画段階の事業
も積極的に情報公開

まちづくり町民講座

子
ど
も
の
参
加
権
利

　

満
20
歳
未
満
の
青
少
年
・
子
ど
も
た
ち
に

も
年
齢
に
応
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

体
験
・
機
会
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
前
提
と
し
て
、
学
校
を
含
め
た
教
育

現
場
の
中
で
ふ
る
さ
と
栗
山
を
学
ぶ
機
会
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
投
票
制
度
は
、
ま
ち
の
重
要
課
題
に

対
し
て
、
直
接
町
民
の
賛
否
を
問
う
仕
組
み

で
す
。
投
票
結
果
に
法
的
な
拘
束
力
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
町
長
や
議
会
に
と
っ
て
重
要
な

判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。 ま

ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
町
政
に
参
加
す
る

機
会
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

年
齢
に
応
じ
た

ま
ち
づ
く
り
参
加
体
験
を

質問④
ポイント

住
民
投
票
制
度

町
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
課
題
に
は
「
住
民
投
票
」

の
実
施
も
視
野
に
い
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
か
？

質問⑤
ポイント

重
要
課
題
の「
賛
否
」を

町
民
に
直
接
問
う

住
民
投
票
の
例

「ふれあい広場」に参加・体験する子どもたち

◆住民投票の実践例

長野県佐久市では、長年の課題であり、建設
をめぐり市民の意見が分かれていた「総合文
化会館建設の是非」を問う住民投票を実施。
討論会の開催など、賛成・反対の十分な情報
公開を前提に投票を実施。結果として反対が
上回り、建設は中止となった。

総合文化会館建設の是非を問う住民投票
（長野県佐久市…平成 21年）

【
４
月
11
日
ニ
セ
コ
町
長
の
講
演
か
ら
】

①
ま
ち
の
課
題
解
決
の
た
め
の

　「
意
思
決
定
」
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
。

　

ま
ち
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
手
法
を
町
民

　

参
加
で
議
論
し
、
選
択
の
責
任
を
共
有
す

　

る
た
め
の
意
思
決
定
の
ル
ー
ル
と
な
る
。

②「
情
報
共
有
」
と
「
町
民
参
加
」
の
実
践

　
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
。

　

町
民
が
情
報
を
共
有
し
、
積
極
的
に
参
加

　

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
自
治
基
本
条
例
で

　

将
来
に
向
け
て
保
障
す
る
。

条
例
の
必
要
性

　

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な

る
も
の
で
す
。
町
民
・
議
会
・
行
政
が
「
ま

ち
の
情
報
を
共
有
」
し
、「
町
民
が
町
政
に
積

極
的
に
参
加
」
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
み

良
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
制

定
を
目
指
す
も
の
で
す
。 情

報
公
開
や
町
民
参
加
の
仕
組
み
な
ど
、
町
政
運
営
の
基
本

ル
ー
ル
と
し
て
自
治
基
本
条
例
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

よ
り
多
く
の
町
民
が

納
得
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

質問⑥
ポイント

　アンケート調査の結果は、10月号町広報に
掲載いたします。多くの町民皆さんのご協力
をお願いします。
【問い合わせ先】
　町経営企画課地域政策グループ
　℡　73-7502

用語解説用語解説
●総合計画とは？
　栗山町のまちづくりの基本となる最上位計画です。　
　まちの将来像や福祉・教育・産業など各分野の政策
　方針などを定めます。
●住民投票とは？　
　まちの重要課題に対して、直接町民の賛否（○×）を
　問う仕組み。選挙と同様、町民が直接投票します。

特集特集



　

ま
ち
の
収
入
と
な
る
「
歳
入
」

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
「
町
税
」
の
ほ
か
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付

税
」、町
の
借
入
金
と
な
る「
町
債
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、

町
税
や
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
、

国
や
道
に
頼
ら
な
い
で
町
が
自
主

的
に
調
達
す
る
「
自
主
財
源
」
と
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
町

債
な
ど
、
国
や
道
か
ら
の
財
政
援

助
資
金
と
な
る
「
依
存
財
源
」
に

分
類
さ
れ
、
自
主
財
源
が
多
い
ほ

ど
自
主
的
な
財
政
運
営
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
お
け
る
一
般
会

計
の
歳
入
総
額
72
億
４
６
０
０
万

円
に
占
め
る
割
合
は
、
自
主

財
源
が
19
億
３
９
１
５
万
円

地
方
交
付
税
は
、
全
国
ど
こ
の

市
町
村
に
お
い
て
も
一
定
水
準
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
財
源
を
国
か
ら
交
付
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
本
町
の
収
入
の

約
４
割
を
占
め
る
重
要
な
財
源
で

す
。本

町
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
交

付
実
績
は
、
平
成
12
年
度
の
約

37
億
円
を
ピ
ー
ク
に
、翌
年
以
降
、

国
の
財
政
悪
化
に
よ
る
交
付
税
の

算
定
見
直
し
や
、
平
成
15
年
度
か

ら
の
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど
に

よ
り
、
交
付
総
額
が
削
減
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、平
成
19
年
度
に
は
、

約
30
億
円
に
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。
平
成
20
年
度
以
降
は
、
国
の

緊
急
経
済
対
策
の
実
施
な
ど
に
よ

り
一
時
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
微

増
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
23

年
度
で
は
、
約
33
億
円
の
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。

6

で
26
・
８
％
、
依
存
財
源
が

53
億
６
８
５
万
円
で
73
・
２
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
な

ど
、
国
や
道
か
ら
の
財
政
援
助
に

よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
、
国
の
財
政
運
営
方
針
等
の
影

響
を
受
け
や
す
い
歳
入
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
道

内
の
多
く
の
市
町
村
は
自
主
財
源

の
割
合
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
一
般
会

計
予
算
の
中
で
、
一
番
収
入
の

多
い
も
の
は
、
地
方
交
付
税
の

31
億
８
0
0
0
万
円
で
、
次
に

町
税
の
12
億
３
１
１
５
万
円
、
町

債
の
７
億
３
６
５
０
万
円
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

自
主
財
源
と
依
存
財
源
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vol.4

歳
入
予
算
の
構
成

依存財源の内訳　　53 億 685 万円

■地方交付税 31 億 8,000 万円 43.9％

■町債 7 億 3,650 万円 10.2％

■国庫支出金 6 億    521 万円   8.4％

■道支出金 4 億 9,964 万円   6.9％

■その他交付金  2 億 8,550 万円   3.8％

（その他交付金の内訳）

地方譲与税 1 億    400 万円

地方消費税交付金 1 億 4,500 万円

ゴルフ場利用税交付金  1,100 万円

自動車取得税交付金  1,600 万円

利子割、配当割交付金ほか  950 万円

自主財源の内訳　　19 億 3,915 万円

■町税 12 億 3,115 万円 17.0％

■分担金・負担金 1 億 4,000 万円   1.9％

■使用料・手数料 1 億 8,535 万円   2.6％

■繰入金 1 億 6,603 万円   2.3％

■その他収入  2 億 1,662 万円   3.0％

（その他収入の内訳）

財産収入 2,144 万円

寄附金 30 万円

諸収入 1 億 4,488 万円

繰越金 5,000 万円

一般会計歳入合計
72億 4,600 万円

依存財源53億685万円
（73.2％）
地方交付税や譲与税交付金、町債な
ど国や道からの財政援助による収入

自主財源19億3,915万円
（26.8％）
町税、分担金・負担金、使用
料・手数料など、町が自主的
に調達できる収入

　
①
自
主
財
源

【
町
税
】

町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が
納

め
る
税
金

【
分
担
金
・
負
担
金
】

保
育
料
や
給
食
費
な
ど
特
定
の

方
を
対
象
と
し
た
負
担
金

【
使
用
料
・
手
数
料
】

公
営
住
宅
家
賃
な
ど
町
の
財
産

の
使
用
料
。
各
種
証
明
書
の
発
行

や
登
録
な
ど
を
行
う
際
の
手
数
料

【
国
庫
支
出
金
・
道
支
出
金
】

国
や
道
か
ら
の
負
担
金
、
補
助

金
、
委
託
金

【
そ
の
他
交
付
金
】

国
税
・
道
税
か
ら
町
へ
分
配
さ

れ
る
交
付
金　

一
般
会
計
予
算
の
17
％
を
占
め

る
町
税
は
、
町
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
、

特
別
土
地
保
有
税
、都
市
計
画
税
、

入
湯
税
の
７
つ
の
項
目
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
主
な
内

訳
で
は
、
固
定
資
産
税
が

５
億
４
８
３
３
万
円
で
44
・
５
％
、

町
民
税
が
４
億
９
６
１
８
万
円
で

40
・
３
％
と
、
２
つ
の
町
税
で
約

８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
予
算
を
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
固
定
資
産
税
や

都
市
計
画
税
な
ど
の
落
ち
込
み
に

よ
り
、
２
０
９
８
万
円
の
減
収
と

な
り
ま
す
。
こ
の
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
が
減
少
し
た
主
な
要

因
は
、
３
年
に
一
度
行
わ
れ
る
家

屋
の
評
価
額
見
直
し
に
伴
い
課
税

額
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
町
民
税
で
は
、
個
人
に
お

い
て
年
少
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
増
加
し
て
い
ま

す
。 町

税
の
内
訳

区　　分 説　　明 H24 予算額
町民税

（個人・法人）
個人～町民の皆さんが前年の所得に応じて納める税金
法人～町内の事業所などを有する法人等が納める税金

4 億 9,618 万円

固定資産税 土地、家屋、償却資産の所有者が納める税金 5 億 4,833 万円

軽自動車税 軽自動車、原動機付自転車などの所有者が納める税金 2,905 万円

町たばこ税
たばこの卸売業者が納める税金（町内で販売するたばこに課
税）

9,846 万円

特別土地保有税
一定規模以上の土地の所有、取得者が納める税金
※平成１５年以降は、新規課税を停止

34 万円

都市計画税 都市計画区域内の土地、家屋の所有者が納める税金 5,577 万円

入湯税
町内温泉施設が納める税金（温泉施設に入浴した１２歳以上
の方に課税）

302 万円

【
繰
入
金
】

積
立
金
の
取
り
崩
し
や
他
の
会

計
か
ら
の
繰
入
に
よ
る
収
入

【
そ
の
他
収
入
】

町
有
財
産
の
売
却
や
運
用
収

入
、
寄
附
金
、
雑
収
入
な
ど

②
依
存
財
源

【
地
方
交
付
税
】

一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

保
つ
た
め
の
国
か
ら
の
交
付
金

【
町
債
】

建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の

借
入
金

歳
入
項
目
の
説
明

平成 24年度　一般会計歳入予算の構成比率

地
方
交
付
税
の
推
移



　

８
月
６
日
よ
り
町
営
バ
ス
の
路
線
名
・
運

行
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
新
し
い
時
刻
表
を
ご
確
認
さ

れ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
路
線
名
の
変
更

栗
山
継
立
線

①
便
・
②
便
・
③
便
か
ら

「
継
立
線
」
と
「
日
出
線
」
に
変
更

※
路
線
名
の
変
更
の
み
で
す
。
杵
臼
・
桜
山
・

大
井
分
の
経
由
地
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
時
間
の
変
更

角
田
循
環
線　

午
前
７
時
30
分
発
か
ら

午
前
８
時
発
へ
変
更

■
便
数
の
変
更

ス
ク
ー
ル
A
コ
ー
ス
、ス
ク
ー
ル
B
コ
ー

ス
の
午
後
の
混
乗
便
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

予
約
運
行
便
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
運
行
便
の
予
約
受
付
が
予
約
セ
ン

タ
ー
か
ら
次
の
通
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

受
付
時
間
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
（
土
日
祝
祭
日
も
受
付
が
可
能
で
す
。）

詳
細
の
時
刻
表
、
路
線
図
な
ど
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.k
u

riy
am

a.
hokkaido.jp/docs/2012062600041/

町
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

滝
下
線
の
予
約

■
運
行
会
社　

ま
る
こ
う
ハ
イ
ヤ
ー

電
話　

�
０
４
６
５

F
A
X　

�
１
６
１
６

日
出
線
の
予
約

■
運
行
会
社　

栗
山
ハ
イ
ヤ
ー
バ
ス

電
話　

�
９
７
１
１

F
A
X　

�
９
７
２
２

【１枠】
48,000 円

【1/2 枠】
24,000 円

上部バナー : １カ月 10,000 円
下部バナー : １カ月   5,000 円
※それぞれに継続割り引きの
金額が設定されています。

公用車 : １カ月    2,000 円
町営バス : １カ月 15,000 円～
※広告掲載場所により単価が変わります。それ
ぞれに継続割り引きの金額が設定されています。
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①
使
用
予
定
期
間
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

件
数
の
状
況
に
よ
り
、
前
後
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

②
使
用
予
定
期
間
内
に
封
筒
を
全
て
使
用
し

た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
広
告
掲
載
を
終

了
し
、期
間
内
に
在
庫
が
残
っ
た
場
合
は
、

全
て
使
用
す
る
ま
で
広
告
掲
載
を
延
長
い

た
し
ま
す
。

③
栗
山
町
広
告
掲
載
要
綱
・
栗
山
町
広
告
掲

載
基
準
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
広
告
媒
体

と
し
て
不
適
当
な
広
告
」
は
、
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間　
　

平
成
24
年
８
月
１
日
㈬
～
８
月
24
日
㈮

■
申
込
方
法　
　

「
広
告
掲
載
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
広
告
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
添
え
て

直
接
持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
栗
山
町
広
告
掲
載
申
込
書
」
は
、
町

経
営
企
画
課
で
配
布
、
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（http://

w
w

w
.tow

n.kuriyam
a.hokkaido.jp/

docs/2012041100029/

）
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◎封筒の仕様等について

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
、
町
公

用
車
・
町
営
バ
ス
の
有
料
広
告
も
随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

町
総
務
課
広
報
・
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
1

■
町
公
用
車
・
町
営
バ
ス
広
告

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
2　

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

封筒種類 角２号封筒

封筒規格 縦 332mm ×横 240mm

発行頻度 月平均　1,000 枚

使用内容

汎用封筒（役場各課所、教育委
員会、北海道介護福祉学校が配
布・発送する公用封筒として使
用）

配布エリア 主に町内全域

配布方法 郵送及び手渡し

　

こ
ん
に
ち
は
、
㈳
栗
山
青
年
会
議
所

副
理
事
長
の
飯
尾
隆
亮
で
す
。

来
る
８
月
18
日

㈯
は
待
ち
に
待
っ

た
『
く
り
や
ま
マ

ル
シ
ェ
』
で
す
。

わ
が
ま
ち
栗
山
の

魅
力
あ
る
農
産
物
や
加
工
品
を
は
じ

め
、
道
内
各
地
の
美
味
し
い
も
の
が
栗

山
公
園
に
集
結
し
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
で
、

大
切
に
育
て
ら
れ
た
今
が
旬
の
色
鮮
や

か
な
新
鮮
な
野
菜
、
そ
の
食
材
を
活
用

し
た
逸
品
を
数
多
く
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
栗
山
の
お
い

し
い
食
材
を
使
用
し
た
グ

ル
メ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決

定
す
る
「
栗
山
監
督
杯
争

奪
！
う
ま
い
も
ん
グ
ラ
ン

プ
リ
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
栗
山
の
食
材
を
生
か
し

た
そ
れ
ぞ
れ
の
味
覚
を
存
分

に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
、
満

こ
ん
に
ち
は
！ 

私
た
ち 

栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
⑦

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い

農
産
物
の
祭
典

足
度
に
応
じ
て
投
票
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
も
の
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
な
っ
た

グ
ル
メ
は
後
日
、
栗
山
監
督
へ
差
し
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で

す
。こ

こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
農
産
物
の

祭
典
『
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
』
見
て
、

買
っ
て
、
食
べ
て
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
祭
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
、
お
友
達
を
お
誘
い
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　『
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
』

◆
開
催
日
時　

８
月
18
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
会　
　

場　
　

栗
山
公
園

詳
し
く
は
広
報
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

平
成
19
年
11
月
よ
り
、町
が
発
送
す
る「
共

通
公
用
封
筒
」
へ
民
間
事
業
者
の
広
告
を
掲

載
し
、
町
の
資
産
を
有
効
活
用
し
た
「
広
告

掲
載
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

広
告
掲
載
事
業
は
、
町
の
資
産
を
広
告
媒

体
と
し
て
、
民
間
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
っ

て
町
の
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。平

成
24
年
10
月
か
ら
使
用
を
開
始
す
る

「
栗
山
町
共
通
公
用
封
筒
」
へ
の
有
料
広
告

を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

申
込
期
間
・
申
込
方
法

バ
ナ
ー
広
告
・
公
用
車
広
告
も
随
時

募
集
中
で
す

封筒種類 角２号封筒

発行部数 12,000 枚

使用予定期間 平成 24 年 10 月～平成 25 年 9 月

広告規格 縦 100mm ×横 100mm（１枠あたり）

募集枠数 ４枠

掲載面・位置 封筒の裏面（上下段）

印刷色 茶（１色）

広告料

【1/2 枠】　24,000 円
( 内訳　@2 円× 12,000 枚 )

【１枠】　48,000 円
（内訳　@4 円× 12,000 枚）
【２枠】　72,000 円
（内訳　@4 円× 2 枠× 12,000 枚× 75％）

◎広告掲載募集内容について

封
筒
広
告
を
募
集
し
ま
す

町
の
封
筒
で
企
業
広
告
を
は
こ
び
ま
す
！

町
営
バ
ス
の
路
線
名
・
運
行

時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

町
建
設
水
道
課　

総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
2

主
な
変
更
点

予
約
運
行
便
の
変
更

【問い合わせ】
町経営企画課
行政経営グループ
☎　� 7503
FAX　� 3179
E-mail：gyouseikeiei-g@
town.kuriyama.hokkaido.jp



現
行
の
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
は
、
病
原
性

を
弱
め
た
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
い
る
「
生
ワ

ク
チ
ン
」
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
疫

を
つ
け
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
よ
り
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
を
殺

し
、
免
疫
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
成
分
だ

け
を
取
り
出
し
た
「
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」
に

な
り
ま
す
。
切
り
替
え
に
伴
い
、
接
種
の
方

法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
４
回
の
皮
下

注
射
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

生
後
３
カ
月
～
90
カ
月

接
種
対
象
期
間
を
過
ぎ
て
、
接
種
を
希
望

す
る
場
合
は
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
方
法

・
初
回
接
種

３
～
８
週
の
間
隔
を
お
い
て
３
回
接
種

・
追
加
接
種

初
回
接
種
終
了
後
６
ヶ
月
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
１
回
接
種
。
９
月
１
日
導
入
時
点
で

は
、
追
加
接
種
は
定
期
接
種
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
用
意
す
る
も
の

予
診
票
・
母
子
手
帳
・
乳
幼
児
お
よ
び
児

童
医
療
費
受
給
者
証

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
９
月
１
日

以
降
、
左
記
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

現
行
の
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
９
月
１
日
以
降

に
定
期
予
防
接
種
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
町

で
は
、
既
に
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接

種
さ
れ
て
い
る
方
で
、
８
月
中
に
２
回
目
を

接
種
で
き
る
よ
う
に
臨
時
接
種
日
を
設
け
て

対
応
し
て
お
り
ま
す
。

■
臨
時
接
種
日

８
月
21
日
㈫
・
29
日
㈬
・
30
日
㈭
・
31
日
㈮

（
30
日
㈭
は
午
前
中
の
み
）

■
医
療
機
関

に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

地
域
医
療
・
保
健
対
策
室　

☎
�
2
2
5
6

※
用
意
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
上
記
と
同
様

で
す
。
接
種
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
の
栗
山
赤
十
字
病
院
に
お
け

る
救
急
外
来
受
診
者
の
約
９
割
は
、
入
院
を

必
要
と
し
な
い
初
期
救
急
患
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。

町
と
し
て
は
、
町
民
に
身
近
な
初
期
救
急

医
療
体
制
の
将
来
的
な
安
定
に
向
け
て
、
医

療
関
係
者
で
構
成
す
る
「
栗
山
町
地
域
医
療

対
策
委
員
会
」
な
ど
に
お
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
度
、
そ
の
一
環

と
し
て
町
内
の
２
つ
の
医
療
機
関
の
協
力
を

得
て
、
次
の
日
程
で
、
救
急
外
来
の
日
曜
日

開
設
を
試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

当
該
診
療
日
に
急
病
な
ど
で
受
診
さ
れ
る

場
合
は
、
協
力
医
療
機
関
に
事
前
に
お
電
話

の
う
え
来
院
く
だ
さ
い
。

●
長
岡
外
科
整
形
外
科
医
院
（
中
央
３
）

　

☎
�
1
1
7
1

■
診
察
日

9
月
23
日
・
10
月
28
日
・
12
月
2
日

●
板
垣
医
院
（
中
央
２
）　

☎
�
0
2
5
0

■
診
察
日

9
月
30
日
・
10
月
21
日
・
11
月
18
日

※
診
察
時
間
は
い
ず
れ
も
、
日
曜
日
の
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
。
右
記
以
外
の

土
日
祝
日
・
夜
間
の
時
間
帯
は
、
従
来
ど
お

り
栗
山
赤
十
字
病
院
が
対
応
し
ま
す
。

10

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が
変
わ
り
ま
す
！

11

救
急
外
来
当
番
医
の
試
行
実
施

先
日
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
初
診
と
な
っ
た
患

者
さ
ん
は
「
免
許
更
新
に
い
っ
た
ら
視
力
が

悪
い
か
ら
だ
め
だ
と
言
わ
れ
た
」
と
言
っ
て

受
診
さ
れ
、
眼
底
検
査
を
し
て
み
る
と
、
す

で
に
両
目
の
視
神
経
が
い
た
ん
で
お
り
、
か

な
り
視
野
が
狭
窄
（
き
ょ
う
さ
く
）
し
て
お

り
ま
し
た
。
他
に
「
メ
ガ
ネ
が
あ
わ
な
く
な
っ

た
か
ら
、
メ
ガ
ネ
店
に
い
っ
て
み
た
ら
、
眼

科
に
行
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
の
で
来
ま
し

た
」
と
受
診
す
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
ご

本
人
さ
ん
は
、「
白
内
障
も
多
少
あ
る
だ
ろ
う

か
ら
手
術
し
て
も
ら
っ
た
ら
良
く
な
る
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
受
診
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、

眼
底
検
査
を
し
て
み
る
と
、
確
か
に
白
内
障

も
あ
る
の
で
す
が
、
視
神
経
が
弱
っ
て
お
り

視
野
検
査
を
し
て
み
る
と
、
緑
内
障
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
は
、
め
ず
ら
し
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
週
間
に
何
人
も
の

患
者
さ
ん
が
初
め
て
緑
内
障
と
診
断
さ
れ
ま

す
。「
老
眼
か
と
思
っ
て
い
た
ら
緑
内
障
だ
っ

た
」「
飛
蚊
症
が
あ
っ
て
網
膜
剥
離
に
な
る
か

と
思
っ
て
受
診
し
た
ら
緑
内
障
が
見
つ
か
っ

た
」「
子
ど
も
が
学
校
検
診
で
視
力
が
下
が
っ

て
い
て
受
診
し
て
眼
底
検
査
を
し
た
ら
、　

緑

内
障
だ
っ
た
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
緑
内
障
の
最
初
の
検
査
で
す

が
視
力
検
査
、
眼
圧
検
査
、
眼
底
検
査
、
視

野
検
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
緑
内
障

で
は
眼
圧
が
重
要
な
指
標
に
な
り
ま
す
が
、

実
は
、
緑
内
障
の
ほ
と
ん
ど
は
、
眼
圧
が
正

常
範
囲
で
あ
る
正
常
眼
圧
緑
内
障
で
あ
る
こ

と
が
多
治
見
市
で
行
わ
れ
た
調
査
で
わ
か
り

ま
し
た
。
日
本
人
の
平
均
眼
圧
は
14
・
5 

m
m
H
g
で
あ
り
、
ば
ら
つ
き
の
程
度
（
標

準
偏
差
が
2
・
5 

m
m
H
g
）
を
考
え
る
と
、

健康のコラム

health columu

栗山さいとう眼科院長

正
常
の
眼
圧
は
10
～
20 

m
m
H
g
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
日
本
眼
科
学

会
）。
以
前
は
眼
圧
が
上
が
り
眼
底
の
神
経
が

弱
っ
て
緑
内
障
に
な
る
と
い
う
概
念
で
し
た

が
、
現
在
は
眼
圧
が
正
常
で
も
眼
底
の
視
神

経
が
弱
く
、
そ
の
眼
圧
に
耐
え
ら
れ
な
い
（
弱

い
）
と
緑
内
障
に
な
り
ま
す
し
、
眼
底
の
神

経
の
血
液
循
環
が
わ
る
い
と
、
緑
内
障
に
な
っ

て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
眼
底

検
査
は
、
瞳
を
点
眼
薬
で
開
い
て
（
散
瞳
）

行
う
精
密
眼
底
検
査
が
必
要
で
す
。
眼
底
検

査
を
受
け
る
と
３
～
４
時
間
ピ
ン
ト
が
合
わ

な
く
な
り
、
運
転
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
自
分
一
人
で
来
院
せ
ず
ど
な
た
か
と
一
緒

に
来
院
し
、
運
転
し
て
も
ら
い
帰
宅
す
る
な

ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

眼
底
検
査
の
結
果
、
緑
内
障
が
疑
わ
れ
る

患
者
さ
ん
は
、
視
野
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

視
野
異
常
に
も
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
が
あ
り

緑
内
障
に
特
有
な
変
化
が
あ
れ
ば
緑
内
障
と

診
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

齋藤　秀
ひでふみ

文　

目
の
病
気
　
緑
内
障
に
つ
い
て

●
緑
内
障
の
治
療

●
知
ら
ず
知
ら
ず
に
発
症
す
る
緑
内
障

●
緑
内
障
の
検
査

治
療
は
、
ま
ず
は
１
種
類
の
点
眼
か
ら
開

始
し
ま
す
。
進
行
す
る
場
合
に
は
薬
を
変
更

し
た
り
、
追
加
し
た
り
し
て
、
治
療
を
継
続

し
ま
す
。
４
種
類
く
ら
い
ま
で
点
眼
を
追
加

し
て
も
進
行
す
る
場
合
は
、
レ
ー
ザ
ー
治
療

や
、
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
眼
圧
の
目

安
で
す
が
、
緑
内
障
と
診
断
さ
れ
た
時
の
眼

圧
を
、
た
と
え
ば
20
ｍ
ｍ
H
g
（
水
銀
柱
）

と
し
ま
す
と
、
こ
の
３
割
で
あ
る
６
ｍ
ｍ
H

ｇ
を
引
い
た
14
ｍ
ｍ
H
g
以
下
に
維
持
す

る
と
緑
内
障
の
進
行
が
す
く
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
最
初
は
あ
ま
り
自

覚
症
状
が
な
い
の
で
点
眼
と
言
っ
て
も
疑
心

暗
鬼
で
し
っ
か
り
さ
さ
な
い
し
、
中
断
し
て

し
ま
う
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変

危
険
で
す
。

栗
山
赤
十
字
病
院
に
在
籍
し
て
い
た
時
に

診
察
し
て
い
た
糖
尿
病
や
、
緑
内
障
の
患
者

様
が
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
か
か
れ
る
よ
う
に
開

業
の
際
に
手
紙
を
書
い
て
（
診
療
情
報
）
い

ま
す
が
、
ま
だ
、
76
人
も
の
患
者
さ
ん
が
受

診
し
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
他
院
眼
科
に
か

か
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
し
た
ら
良
い
の
で
す

が
、
開
業
後
１
年
が
た
ち
、
こ
れ
ら
の
患
者

さ
ん
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
こ
の
記
事
を
お
読
み
に
な
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
ら
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
病
気
の
進
行
が
心
配
で
す
。

●
緑
内
障
は
放
置
せ
ず
定
期
的
な
受
診
を

初
期

中
期

末
期

中
央
に
か
す
み
が
あ
る
程
度

で
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
半
分
が
見
え
ま
せ
ん
。
自

覚
症
状
が
な
い
人
も
い
ま
す
。

視
野
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

視野狭窄のイメージ図

実
際
に
は
、
両
目
で
カ
バ
ー
し
た
り
、
目
を
動
か
し
た
り
す
る
た
め
、
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
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元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ �2256

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法

実
施
医
療
機
関
・
接
種
日
程

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

医療機関名 実施日程 受付時間 申込先

にしみこども

クリニック

月～木曜日
木曜日は午前のみ、
第 2 木曜日は休診

 8：45 ～ 12：30
14：30 ～ 19：00
土曜日は 14：00 まで

地域医療・
保健対策室
☎ 73 － 2256

接種日の前日
13：00 までに申
し込みください

長岡外科整形

外科医院
火～木曜日 13：30 ～ 14：00

不活化ポリオワクチンが接種できる医療機関

献
血
の
お
知
ら
せ

８
月
に
は
左
記
日
程
で
献
血
が
行
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
８
月
23
日
㈭

・
松
原
産
業　
　

午
前
10
時
～
11
時

・
栗
山
警
察
署　

12
時
30
分
～
午
後
２
時

・
栗
山
赤
十
字
病
院

午
後
２
時
15
分
～
午
後
４
時


